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2026年度　入試問題

英語・数学・生物・国語
出 題 科 目 ページ 科 目 選 択

英　　語 4 ～ 7
英語・数学・生物・国語の 4科目から

3科目を選択し，解答してください。

解答する科目の順番は問いません。

解答時間（60分）の配分は自由です。

数　　学 8～13

生　　物 14～21

国　　語 22～34

注 意 事 項

1 �　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないでください。

2 �　問題は 4～34ページです。ただし，国語は34ページが最初で22ページが最後で

すので気を付けてください。

3 �　試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に

気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせてください。

4 �　解答用紙を 3枚配ります。 1科目につき解答用紙 1枚を使用し，解答してくだ

さい。

5 �　解答用紙には解答欄以外に次の記入欄がありますので，監督者の指示に従って，

それぞれ正しく記入し，マークしてください。

　①　受験番号欄

　　�　受験番号の数字（ 7ケタ）を記入し，さらにその下のマーク欄にマークしてく

ださい。

　②　氏名欄

　　�　氏名及びフリガナを記入してください。

〈注意事項　次ページに続く〉
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6 　解答用紙には次の記入欄がありますので，科目選択について，試験開始後から

試験終了までの間にそれぞれ正しく記入してください。

　　　科目名

　　�　英語，数学，生物，国語のうちから，選択する科目名を記入してください。

7 　必要事項欄及びマーク欄に正しく記入・マークされていない場合は，採点でき

ないことがありますので注意してください。

8 　解答は，解答用紙の解答欄にマークしてください。例えば， 20 と表示の�

ある問いに対して 3と解答する場合は，次の（例）のように解答番号20の解答欄の

3にマークしてください。

（例）

9　問題冊子の余白等は適宜利用して構いませんが，どのページも切り離さないで

ください。
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英　　　　語
（解答番号  1  ～  10 ）

　次の英文を読んで，後の問い（問1～7）に答えなさい。（＊印の語については，注

釈を参照すること。）

	 When you think about hospitals, what comes to mind? You probably don’t 

imagine a surgical robot or a robotic assistant. （  1   ）, these types of robots are 

becoming more common in hospitals. Many people are unaware of the extent to 

which the medical profession uses robots, or how much hospitals may rely on 

them even more in the future. Among those people （  2   ） are familiar with 

medical robots, opinions are divided.

	 Medical robots were initially developed to （  3   ） doctors with surgeries, 

where precision is extremely important. For instance, many procedures require 

that doctors target particular microscopic* cells, and robots make it much easier 

to do this. In 1980, the first medical robot – the PUMA560–was used to help 

perform a biopsy*, a special procedure where cells are removed in order to 

identify the cause of a disease. Encouraged by this success, doctors began using 

robotic technology in more complex ways.

	 Besides operations, ⑷ [ 1  advantages    2  have    3  robots    4  other     

5  medical ]. One type of robot uses UV rays, electromagnetic waves that hardly 

emit any heat, to fight the microbes which cause hospital-acquired infections 

（HAIs）. This is a welcome development, （  5   ） HAIs affect several million 

patients each year and cost billions of dollars to treat. ⑹ [ 1  is   2  robots    

3  benefit   4  of   5  another ] that they can help hospitals to operate more 

著作権により本文非公開

nyushi
長方形
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efficiently. For example, one type of robot is used to transport lab equipment 

between different wards. This saves money and time.

� （Ken Beatty, Series Consultant/StartUp 6  Workbook/Pearson Education, Inc./2020）

注釈	：	 microscopic 「顕微鏡でしか見えない」  biopsy 「生体組織検査」

問1　本文中の空所（  1  ）に入れるのに最も適当なものを，次の 1 ～ 4 のうちから

一つ選びなさい。 1

1　Hardly	 2　Highly	 3　However	 4　Therefore

問2　本文中の空所（  2  ）に入れるのに最も適当なものを，次の 1 ～ 4 のうちから

一つ選びなさい。 2

1　which	 2　who	 3　whom	 4　whose

問3　本文中の空所（  3  ）に入れるのに最も適当なものを，次の 1 ～ 4 のうちから

一つ選びなさい。 3

1　assist	 2　become	 3　hope	 4　take

問4　本文中の下線部⑷が「医療ロボットには他の利点がある」という意味の英文

になるように [　　　]内の 1 ～ 5 の語を並べ換えたときに， 3番目にくる

ものを，次の 1 ～ 5 の中から一つ選びなさい。 4

1　advantages　　 2　have　　 3　robots　　 4　other　　 5　medical

PEARSON EDUCATION; STARTUP 6, WORKBOOK, 1st edition, ©2019
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長方形

nyushi
長方形



―　　―6 （キク－6）

問5　本文中の空所（  5  ）に入れるのに最も適当なものを，次の 1 ～ 4 のうちから

一つ選びなさい。 5

1　because	 2　even if	 3　if	 4　though

問6　本文中の下線部⑹が「ロボットのもう一つの利点は，…である」という意味

の英文になるように [　　　]内の 1 ～ 5 の語を並べ換えたときに， 3番目

にくるものを，次の 1 ～ 5 のうちから一つ選びなさい。文頭にくる語も小

文字にしています。 6

1　is　　　 2　robots　　　 3　benefit　　　 4　of　　　 5　another

問7　次の⑴～⑷の各文が本文の内容に合っていれば 1，合っていなければ 2 を

選びなさい。

⑴　�多くの人々は医学界でロボットがどの程度利用されているかを知っている。

7

⑵　最初の医療ロボットは生体組織検査の手助けのために用いられた。 8

⑶　生体組織検査は病気の原因の特定をすることが目的である。 9

⑷　毎年何万人もの患者が院内感染にかかっている。 10
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（下 書 き 用 紙）
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数　　　　学
（解答番号  1  ～  10 ）

　後の問い（問1～10）について，空所 1  ～  10 に入る最も適当なものを，

それぞれ下の 1～ 4のうちから一つずつ選びなさい。

問1　（a－b－c）2＝ 1 である。

1　a2 ＋b 2 ＋c 2 ＋2ab＋2bc＋2ca	 2　a2 ＋b 2 ＋c 2 －2ab－2bc＋2ca

3　a2 ＋b 2 ＋c 2 ＋2ab－2bc－2ca	 4　a2 ＋b 2 ＋c 2 －2ab＋2bc－2ca

問2　x＋y＝5，xy＝1のとき，x2 ＋y 2の値は 2 である。

1　23	 2　24	 3　25	 4　26

問3　一直線上にある 2地点A，B間を往復する。地点Aから地点Bまでは分速

80mの速さで進み，地点Bから地点Aまでは分速120mの速さで進むと，往

復で30分以上かかる。

	 　このとき， 2地点A，B間の距離は，最も短くて 3 mである。

1　1320	 2　1440	 3　1600	 4　1760
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（下 書 き 用 紙）
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問4　ある放物線をx軸方向に 5，y軸方向に 2だけ平行移動すると，� �

放物線y＝x2 －6x＋14に重なる。このとき，ある放物線の式は 4 である。

1　y＝x 2 －16x＋67	 2　y＝x 2 －16x＋71

3　y＝x 2 ＋4x＋7 	 4　y＝x 2 ＋4x＋11

問5　xの 2次不等式x2 －mx＋m＋3＞0の解がすべての実数であるとき，定数m

の値の範囲は 5 である。

1　－6＜m＜2		 2　m＜－6，2＜m

3　－2＜m＜6		 4　m＜－2，6＜m

問6　0°≦ θ≦180°とする。tanθ＝－ 6 のとき，sinθ＝ 6 である。

1　－
42
　　
7
 	 2　－

7
　　
7
 	 3　

7
　　
7
 	 4　

42
　　
7

問7　△ABCにおいて，AC＝7，BC＝9，cos∠ABC＝ 2　
3
とする。このとき，

辺ABの長さは 4または 7 である。

1　8	 2　9	 3　10	 4　11
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（下 書 き 用 紙）
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問8　右の図は，あるクラスの生徒15人の

数学と英語のテストの得点を表した散

布図である。この散布図について述べ

たものとして，正しいものを一つ選び

なさい。 8

1　数学のテストの得点が60点未満の生徒の人数は 5人である。

2　英語のテストの得点が60点以上の生徒の人数は 8人である。

3　数学のテストの得点が60点未満で，かつ，英語のテストの得点が60点未

満の生徒の人数は 4人である。

4　数学のテストの得点が60点以上で，かつ，英語のテストの得点が60点以

上の生徒の人数は 6人である。

問9　200以下の自然数のうち， 2 でも 3 でも割りきれない自然数は全部で�

9 個ある。

1　33	 2　66	 3　67	 4　133

問10　箱の中に，0～9の数字が 1つずつ書かれた10枚のカード 0 ， 1 ， 2 ， 3 ，

4 ，5 ，6 ，7 ，8 ，9 が入っている。箱の中からカードを 1枚取り出し，カ�

ードに書かれた数を確認してから，取り出したカードを箱の中に戻す操作を 4

回繰り返す。このとき，取り出した 4枚のカードに書かれた 4つの数がすべて

異なる奇数になる確率は 10 である。

1　
1

　　　
1000

	 2　
3
　　　
250

	 3　
40
　　　
3333

	 4　
1
　　
16

100

50

0
0 50 100（点）

（点）

数学

英
語
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（下 書 き 用 紙）
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生　　　　物
（解答番号  1  ～  11 ）

第1問	 生物の特徴に関する次の文章を読み，後の問い（問1～4）に答えなさい。

　図 1のP～Vは，ある生物の細胞の構造などを模式的に描いたものである。ま

た，A〜Gの記述はそれぞれ，図 1のP～Vのいずれかに関する説明である。

図１

R
S

U

T

P

Q

V

図 1

Ａ：酵素などの ア を含む液状の成分で，さまざまな化学反応が行われる。

Ｂ： ア と イ からなる染色体を含む。

Ｃ：細胞質の最外層である。

Ｄ：細胞を保護し，細胞の形を維持する。

Ｅ：図 1のＰは ウ の場である。

Ｆ：�図 1 のＵは エ の場である。図 1のTの構造をもたない細胞でも，Ｕは

みられる。

Ｇ：�炭水化物や無機塩類を貯蔵している。アントシアンなどの色素を含むことも

ある。
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問1　文章中の ア ・ イ に入る語の組合せとして最も適当なものを，次

の 1～ 4のうちから一つ選びなさい。 1

ア イ

1 DNA 炭水化物

2 DNA タンパク質

3 タンパク質 炭水化物

4 タンパク質 DNA

問2　文章中の ウ ・ エ に入る語の組合せとして最も適当なものを，次

の 1～ 4のうちから一つ選びなさい。 2

ウ エ

1 呼吸 光合成

2 光合成 呼吸

3 呼吸 免疫

4 免疫 呼吸

問3　A〜Dの記述が説明する構造などのうち，すべての生物の細胞でみられ�

るものを過不足なく含むものを，次の 1～ 7のうちから一つ選びなさい。� �

3

1　A，B	 2　A，C	 3　A，D	 4　B，C

5　B，D	 6　A，B，C	 7　A，B，D
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問4　エネルギーの通貨といわれるATPに関して，次の⑴・⑵に答えなさい。

⑴　図 2 は ATP の構造を模式的に表したものである。図 2 中の オ ～

キ に入る語の組合せとして最も適当なものを，下の 1～ 6のうちから一

つ選びなさい。 4

オ

カ キ

図２図 2

オ カ キ

1 アデニン アデノシン リボース

2 アデニン リボース アデノシン

3 アデノシン アデニン リボース

4 アデノシン リボース アデニン

5 リボース アデニン アデノシン

6 リボース アデノシン アデニン

⑵　図 1 の P，U，Vのうち，ヒトの細胞においてATPを合成している構�

造を過不足なく含むものを，次の 1～ 7のうちから一つ選びなさい。� �

5

1　P	 2　U	 3　V	 4　P，U

5　P，V	 6　U，V	 7　P，U，V
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第2問	 ヒトの体内環境の調節に関する次の文章を読み，後の問い（問1～3）に
答えなさい。

　ヒトの神経系は，図 3のように分類される。また，図 4は図 3の ア 神経系

を模式的に描いたものである。

ア

イ

ウ

エ

図３

神経系

神経系

神経系
神経系

感覚神経

運動神経

交感神経

副交感神経
神経系

図４

P
Q

R

S

T

U

図 3

図 4
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問1　図 3 中の ア ～ エ に入る語の組合せとして最も適当なものを，�

次の 1～ 9のうちから一つ選びなさい。 6

ア イ ウ エ

1 体性 自律 中枢 末梢

2 体性 中枢 末梢 自律

3 体性 末梢 中枢 自律

4 中枢 自律 末梢 体性

5 中枢 末梢 体性 自律

6 中枢 末梢 自律 体性

7 自律 体性 中枢 末梢

8 自律 中枢 末梢 体性

9 自律 末梢 体性 中枢

問2　図 4のＰ～Ｕについて，次の⑴～⑶に答えなさい。

⑴　図 4 のＰ～Ｕのうち，脳の部位を過不足なく含むものを，次の 1～ 8の�

うちから一つ選びなさい。 7

1　P，Q	 2　P，R

3　P，Q，R	 4　P，Q，S

5　P，Q，T	 6　P，Q，R，S

7　P，Q，R，S，T	 8　P，Q，R，S，T，U
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⑵　図 4 のＰ～Ｕのうち，血糖濃度の変化を感知し，血糖濃度調節のため�

の指令を出す部位を過不足なく含むものを，次の 1 ～ 8 のうちから一つ�

選びなさい。 8

1  　P	 2　Q	 3　R	 4　S

5  　T	 6　U	 7　P，Q	 8　Q，R

⑶　図 4 のＰ～Ｕのうち，副交感神経が出ている部位を過不足なく含むも�

のを，次の 1～ 8のうちから一つ選びなさい。ただし，Uの部位は図 4 に�

描かれていない下端まで含むものとする。 9

1  　S	 2　U	 3　P，Q	 4　R，S

5  　S，T	 6　P，Q，R	 7　R，T，U	 8　S，T，U
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問3　図 4 の部位は損傷を受けることなどにより，機能を停止することがある。

図 5，図 6 は，図 4 の部位のうち，機能していない部分を黒く塗りつぶし�

たものである。図 5，図 6 の状態をそれぞれ何というか。最も適当なもの�

を，下の 1～ 6のうちからそれぞれ一つずつ選びなさい。	 �

図 5 10 　　図 6 11

図５ 図６	 図 5 	 図 6

1　脳死	 2　糖尿病	 3　拒絶反応

4　植物状態	 5　アナフィラキシー	 6　線溶
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（下 書 き 用 紙）
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（下 書 き 用 紙）
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問
7
　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

10

 

。

1
　
い
く
つ
か
の
方
策
が
混
在
す
る「
ま
だ
ら
の
状
態
」で
は
、
文
化
的
な
側
面
よ
り
現
実
的
な
側
面
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
自
由
で
あ
り
た
い

人
々
へ
の
配
慮
が
可
能
に
な
る
。

2
　
自
分
を
複
数
の「
分
人
」の
集
合
と
し
て
捉
え
る
と
、
あ
る
分
人
で
受
け
た
抑
圧
が
別
の
分
人
で
有
利
に
働
く
こ
と
が
あ
る
た
め
、
分
人
の
構

成
に
は
複
合
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

3
　「
分
人
」と
い
う
概
念
は
、
多
く
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
た
め
、
教
育
を
通
し
て
確
立
さ
れ
る「
個
人
」よ
り

も
実
感
し
づ
ら
い
。

4
　
多
様
な
人
々
と
の
結
び
つ
き
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
現
代
で
は
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い「
個
人
」の
核
と
な
る
部
分
を
確
立
す
る
こ

と
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

5
　
社
会
の
知
識
を
学
ん
だ
あ
と
専
門
職
に
就
く
近
代
的
な
自
己
実
現
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
国
家
な
ど
の
大
き
な
存
在
や

終
身
的
な
職
業
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
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問
6
　
傍
線
部
⑵「
分
人
主
義
的
に
複
数
の
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
帰
属
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
個
々
の
関
係
性
に
お
い
て
、
よ

り
多
く
の
自
由
を
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
」と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

9

 

。

1
　
信
頼
に
基
づ
く
関
係
性
が
複
数
あ
る
こ
と
で
、
仕
事
や
生
活
で
自
分
の
負
担
す
る
作
業
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
自
分
を
縛
り
付
け
る
関
係
性

か
ら
簡
単
に
離
脱
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

2
　
複
数
の
親
密
な
関
係
性
が
あ
る
こ
と
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
や
社
会
か
ら
の
孤
立
の
恐
れ
が
な
く
な
る
た
め
、
わ
ず
ら
わ
し
い
関

係
性
の
中
に
い
る
自
分
を
切
り
離
せ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

3
　
複
数
の
関
係
性
を
持
つ
こ
と
で
、
共
同
作
業
を
伴
う
関
係
性
の
選
択
肢
が
増
え
て
理
想
の
自
己
を
い
く
つ
も
存
在
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
多
く
の
も
の
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

4
　
複
数
の
関
係
性
が
あ
る
こ
と
で
、
重
い
関
係
性
を
築
く
こ
と
は
な
く
な
り
、
あ
る
関
係
性
の
中
の
自
分
に
苦
痛
を
感
じ
た
場
合
で
も
別
の
関

係
に
す
ぐ
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

5
　
複
数
の
関
係
性
が
あ
れ
ば
、
一
つ
の
密
接
な
関
係
性
か
ら
一
時
的
に
離
れ
て
別
の
関
係
性
も
選
択
で
き
る
た
め
、
一
つ
の
関
係
性
に
お
け
る

自
分
の
役
割
を
強
制
さ
れ
続
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
か
ら
。
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問
5
　
傍
線
部
⑴「『
死
な
ず
に
生
き
て
い
く
』と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
　
と
い
う
問
い
が
、
以
前
よ
り
も
は
る
か
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
時
代
と

な
っ
て
い
る
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。
解
答
番
号
は 

8

 

。

1
　
職
業
と
一
体
化
し
た
自
己
が
消
失
し
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
能
力
を
超
え
て
機
能
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
人
間
と
し
て
の
自
由
を

見
失
わ
ず
に
存
在
す
る
た
め
の
方
法
を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

2
　
職
業
選
択
が
難
し
く
な
る
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
自
動
化
で
自
由
な
時
間
は
増
え
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
味
気
な
い

人
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
生
き
る
目
的
を
十
代
の
う
ち
に
明
確
に
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

3
　
教
育
や
職
業
の
基
盤
が
崩
れ
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
社
会
の
維
持
に
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
他
者
と
の
競
争
や

技
術
の
危
険
性
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
方
法
を
考
え
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
職
業
と
自
己
と
の
結
び
つ
き
が
不
安
定
に
な
り
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
複
雑
な
仕
事
ま
で
代
替
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
生
き
延
び

る
た
め
に
人
間
が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
切
実
に
模
索
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

5
　
教
育
や
職
業
選
択
の
流
れ
が
変
わ
り
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
社
会
が
急
激
に
発
展
し
て
い
く
現
代
に
お
い
て
は
、
人
間
は
安
定
し
た

生
活
の
た
め
に
社
会
の
変
化
や
新
し
い
技
術
に
必
死
に
適
応
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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問
3
　
空
欄

ａ

・

ｂ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
語
の
組
合
せ
を
、
次
の
1
～
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号

は 

6

 

。

1
　
ａ
　
し
か
し	

ｂ
　
あ
る
い
は

2
　
ａ
　
ま
た	

ｂ
　
た
と
え
ば

3
　
ａ
　
要
す
る
に	

ｂ
　
そ
れ
ゆ
え

4
　
ａ
　
そ
の
う
え	
ｂ
　
け
れ
ど
も

5
　
ａ
　
こ
う
し
て	
ｂ
　
と
り
わ
け

問
4
　
空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
語
の
組
合
せ
を
、
次
の
1
～
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号

は 

7

 

。

1
　
Ｘ
　
多
様
性	

Ｙ
　
対
称
性

2
　
Ｘ
　
経
験
性	

Ｙ
　
合
理
性

3
　
Ｘ
　
持
続
性	

Ｙ
　
相
関
性

4
　
Ｘ
　
一
般
性	

Ｙ
　
親
和
性

5
　
Ｘ
　
将
来
性	

Ｙ
　
再
現
性
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問
2
　
二
重
傍
線
部
ａ「
過
渡
期
」・
ｂ「
端
的
な
」の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
1
～
5
の
う
ち
か
ら
、�

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ａ
― 

4

 

、
ｂ
― 

5

 

。

�������
1

古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
に
移
行
す
る
時
期

2

物
事
が
成
熟
し
て
動
き
が
止
ま
っ
た
時
期

ａ
　
過
渡
期

3

あ
と
少
し
で
目
標
に
到
達
し
そ
う
な
時
期

4

あ
る
も
の
が
最
も
勢
い
を
持
っ
て
い
る
時
期

5

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
時
期

�������
1

き
ち
ん
と
し
て
正
し
い

2

全
体
の
う
ち
の
ほ
ん
の
一
部
の

ｂ
　
端
的
な

3

地
味
で
目
に
つ
き
に
く
い

4

要
点
だ
け
を
す
ば
や
く
捉
え
た

5

目
印
に
な
っ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
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問
1
　
傍
線
部
ア
～
ウ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
1
～
5
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号

は
ア
― 

1

 

、
イ
― 

2

 

、
ウ
― 

3

 

。

�������
1

図
書
館
の
シ
シ
ョ
を
志
す
。

2

鳥
の
シ
ユ
ウ
を
見
分
け
る
。

ア
　
シ
サ
ン

3

文
章
の
ロ
ン
シ
を
ま
と
め
る
。

4

会
議
を
ジ
ッ
シ
す
る
。

5

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
シ
シ
ツ
が
あ
る
。

�������
1

活
動
の
キ
ョ
テ
ン
を
移
す
。

2

相
手
の
要
望
を
キ
ョ
ヒ
す
る
。

イ
　
イ
キ
ョ

3

ア
ス
リ
ー
ト
の
キ
ョ
シ
ュ
ウ
に
注
目
す
る
。

4

容
疑
者
を
ケ
ン
キ
ョ
す
る
。

5

そ
の
話
に
は
キ
ョ
ジ
ツ
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。

�������
1

優
勝
の
エ
イ
カ
ン
を
手
に
す
る
。

2

試
験
を
カ
ン
ト
ク
す
る
。

ウ
　
カ
ン
ワ

3

カ
ン
シ
ョ
ウ
材
で
商
品
を
保
護
す
る
。

4

カ
ン
ジ
ン
な
部
分
を
見
落
と
さ
な
い
。

5

歴
代
の
カ
ン
レ
イ
に
従
う
。
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ｂ

、
学
校
で
は
制
服
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
好
き
な
服
を
着
る
、
と
い
う
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
誰
も
が
、
服
を

通
じ
て
自
己
表
現
を
し
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
制
服
の
お
か
げ
で
浮
い
た
洋
服
代
を
、
放
課
後
の
趣
味
に
回
す
、
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
昨
今
で
は
制
服
自
体
が
高
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
本
末
転
倒
だ
が
…
…
。

�

（
平
野
啓
一
郎『
自
由
の
こ
れ
か
ら
』に
よ
る
）

（
注
1
）　
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

―
工
程
や
処
理
な
ど
を
機
械
が
自
動
的
に
調
整
し
て
行
う
こ
と
。

（
注
2
）　
パ
ラ
ノ
イ
ア

―
強
い
不
信
感
や
疑
念
を
抱
く
状
態
。
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は
、
今
日
で
さ
え
、
し
ば
し
ば
不
合
理
な
苦
し
み
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
複
数
の
仕
事

―
そ
の
人
間
関
係
と
収
入
源

―
、
家
族
や
友
人
、
趣
味
と
い
っ
た
多
数
の
関
係
性

の
集
合
と
し
て
捉
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　U
ber

やU
berE

A
T
S

な
ど
は
、
職
業
の
複
数
化
の
ｂ
端
的
な
例
で
あ
り
、
生
活
を
支
え
る
の
は
複
数
化
さ
れ
た
収
入
の
合
算
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

関
係
性
自
体
の
多
様
性
で
あ
る
。
昨
今
で
は
、
副
業
禁
止
の
規
定
を
撤
廃
し
た
り
、
ウ
カ
ン
ワ
し
た
り
す
る
企
業
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
、

「
本
当
の
自
分
」は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
対
外
的
で
表
面
的
な
仮
面
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
た
主
体
の
モ
デ
ル
は
通
用
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
個
々
の
関
係
性
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
を
、
私
は
、
個
人
に
対
し
て
分
人
と
呼
ん
で
い
る
。

　
対
外
的
な
関
係
性
に
基
づ
く
分
人
の
構
成
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

―
こ
れ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
自
由
の
大
き
な
意
味
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
分
人
を
ど
の
よ
う
な
比
率
で
生
き
る
か
？
　
こ
れ
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
自
由
の
大
き
な
侵
害
と
な
る
。

　
⑵
分
人
主
義
的
に
複
数
の
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
帰
属
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
個
々
の
関
係
性
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
自

由
を
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
全
人
格
的
に
あ
る
関
係
性
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
、
一
つ
の
分
人
の
経
験
を
他
の
分
人
を
通
じ
て
相
対
化
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
深
い
、
強
い
関
係
性
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
何
か
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
一

定
期
間
、
複
数
の
人
間
と
、
強
い
信
頼
関
係
の
下
で
共
同
作
業
を
す
る
以
外
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
関
係
性
か
ら
逃
走
ば
か
り
し
て
い
て
は
、
い
つ
ま

で
経た

っ
て
も
何
も
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
一
切
の
深
い
、
強
い
関
係
性
を
回
避
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
複
数
化
す
る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
人
的

関
係
か
ら
離
脱
で
き
る
状
態
で
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
関
係
の
切
断
が
不
可
能
だ
と
し
て
も
、
せ
め
て
不
快
な
分
人
の
比
率
を
そ
の
他

0

0

0

の
分
人
に

よ
っ
て
縮
小
す
る
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
が
、
無
理
強
い
を
受
け
容い

れ
、
自
由
を
放
棄
す
る
の
は
、
他
に
選
択
肢
が
な
い
と
き
で
あ
る
。

　
同
時
に
、
一
つ
の
分
人
で
満
た
さ
れ
な
い
自
由
が
、
他
の
分
人
で
満
た
さ
れ
る
、
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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対
一
の
非
常
に
強
い
結
び
つ
き
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

　
教
育
シ
ス
テ
ム
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
こ
の
近
代
的
な
自
己
実
現
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
初
等
教
育
で
は
、
多
様
な
人
間
が
、
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
、
共
通
の
言
語
や
算
数
、
最
低
限
の
社
会
に

つ
い
て
の
知
識
な
ど
を
学
び
、
高
等
教
育
以
降
で
、
一
人
ひ
と
り
の「
個
性
」に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
学
習
す
る
内
容
を
選
択
し
、
専
門
職
に
就
く
、
と
い

う
の
が
基
本
的
な
流
れ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
何
の
仕
事
を
す
べ
き
か
と
い
う
選
択
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
単
一
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
一
つ
の
職
業
に
委
ね
よ
う
と
し
て
も
、
希
望
の
仕
事
に
就
く
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
非
正
規
の
派
遣
労
働
の
多
く
は
、

そ
う
し
た
自
己
実
現
モ
デ
ル
に
対
応
す
る
内
容
を
備
え
て
い
な
い
。
企
業
自
体
の
寿
命
も
不
確
か
で
、
早
期
の
リ
ス
ト
ラ
の
懸
念
も
拭
え
な
い
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
不
安
が
し
き
り
に
語
ら
れ
る
昨
今
で
あ
る
。
社
会
の
オ
（
（

（
注

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
は
パ
（
（

（
注

ラ
ノ
イ

ア
的
な
様
相
を
呈
し
て
ゆ
く
危
惧
も
あ
る
。
必
要
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
か
一
つ
で
も
自
動
化
さ
れ
て
い
な
い
領
域
が
見
つ
け
ら
れ
る
と
、
な
ぜ

未い
ま

だ
に
人
が
や
っ
て
い
る
の
か
と
疑
問
に
感
じ
る
よ
う
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
さ
え
生
じ
る
だ
ろ
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
レ
ジ
の
セ
ル
フ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
た
め
に
、
大
手
五
社
が
共
通
タ
グ
を
開
発
し
て
商
品
に
つ
け
る
こ
と
が
二
〇
二
五
年
ご
ろ
ま
で
に

目
指
さ
れ
て
い
る
。
レ
ジ
に
持
っ
て
行
け
ば
、
一
瞬
で
価
格
を
読
み
取
る
機
器
を
揃そ

ろ

え
る
こ
と
で
、
数
年
以
内
に
か
な
り
の
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
が
自
動

化
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
単
純
労
働
だ
け
で
な
く
、
外
科
手
術
の
よ
う
な
特
殊
技
能
が
求
め
ら
れ
る
専
門
職
で
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
の
研
究
は
急
速
に
進
ん
で

い
る
。

　
そ
う
し
た
近
未
来
を
展
望
し
た
と
き
、
現
在
、
幼
稚
園
や
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
、
私
た
ち
は
一
体
、
何
を
学
ば
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
　

⑴「
死
な
ず
に
生
き
て
い
く
」と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
　
と
い
う
問
い
が
、
以
前
よ
り
も
は
る
か
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
生
を
か
け
て
全
う
す
る
一
つ
の
職
業
が
、「
本
当
の
自
分
」を
象
徴
す
る
、
と
い
う
自
己
実
現
モ
デ
ル
の
維
持
は
、
ま
す
ま
す
難

し
く
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。「
本
当
の
自
分
」、「
自
分
ら
し
さ
」、「
個
性
」を
十
代
の
う
ち
に
一
つ
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
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が
変
わ
れ
ば
、
評
価
も
違
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
運
転
時
間
中
に
本
を
読
ん
だ
り
、
仕
事
を
し
た
り
で
き
る
な
ら
、
ラ
ッ
シ
ュ
で
混
み
合
う
電
車
で
通
勤
す
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
快
適
で
あ
る
。

　
ま
だ
ら
を
構
想
す
る
際
に
は
、
一
つ
一
つ
の
自
由
を
個
別
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
抑
制
さ
れ
た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
否
定
的
な
側
面
が
あ

り
、
他
方
で
ど
の
よ
う
な
肯
定
的
な
側
面
が
あ
る
か
を
他
の
自
由
と
の

Ｙ

を
通
じ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
動
運
転
は
一
つ
の
例
だ
が
、
こ
れ
を
運
転
の
自
由
や
事
故
の
リ
ス
ク
だ
け
に
絞
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、
有
意
義
と
は
言
え
ま
い
。

　
住
む
場
所
を
選
ぶ
自
由
、
環
境
を
選
べ
る
自
由
は
、
私
が
提
唱
し
て
い
る「
分
人
主
義
」と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
。

　「
分
人
」と
は
、
対
人
関
係
ご
と
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
分
の
こ
と
だ
。
一
人
の
人
間
は
、
複
数
の
分
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
で
き
て
お
り
、「
本
当

の
自
分
」と
い
う
中
心
は
な
い
。

　
私
は
、
近
代
的
な「
個
人
」と
い
う
考
え
方
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、「
分
人
」の
概
念
を
発
想
し
た
。

　
一
人
の
人
間
の
中
に
は
、
本
当
の
自
分
が
た
だ
一
つ
だ
け
あ
り
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
持
続
し
続
け
る
、
と
い
う「
個
人
」と
い
う
概
念
に
基
づ
く
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
観
は
、
多
様
な
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
に
、
大
き
な
矛
盾
を
課
し
て
い
る
。

　
今
日
で
は
、「
分
人
」と
い
う
用
語
を
用
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
数
化
に
関
し
て
は
、
多
く
の
人
が
経
験
的
に
熟
知

し
て
い
る
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
単
数
か
、
複
数
か
と
い
う
の
は
、
そ
し
て
、
働
き
方
そ
の
も
の
の
問
題
で
も
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
宗
教
や
国
家
と
い
っ
た
大
き
な
存
在
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
イ
イ
キ
ョ
す
る
代
わ
り
に
、
長
ら
く
職
業
を
こ
そ
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
中
心
に
据
え
る
時
代
を
経
て
き
た
。

　
私
た
ち
が
初
め
て
会
う
人
に
ま
ず
聞
く
の
は
、「
何
を
し
て
い
る
か
？
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
終
身
雇
用
制
度
も
あ
っ
て
、
二
十
代
で
就
職
し
て
か

ら
六
十
代
で
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
職
業
を
通
じ
て
過
ご
さ
れ
る
時
間
は
も
っ
と
も
長
く
、
ま
た
そ
こ
で
は
も
っ
と
も
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ

る
。

　
そ
の
た
め
に
、
自
分
が
ど
ん
な
人
間
か
を
学
生
時
代
に
見
極
め
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
職
業
に
就
く
と
い
う
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
職
業
と
の
一
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い（
問
1
～
７
）に
答
え
な
さ
い
。

　「
ま
だ
ら
」と
い
う
状
況
は
、
自
然
発
生
的
に
生
じ
る
こ
と
も
、
ま
た
、
政
策
的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ｘ

と
い
う
意
味

で
は
二
通
り
あ
る
だ
ろ
う
。

　
一
つ
は
、
あ
る
発
展
の
ａ
過
渡
期
と
し
て
ま
だ
ら
が
生
じ
、
最
終
的
に
は
一
方
に
統
一
さ
れ
る
も
の
。

　
も
う
一
つ
は
、
社
会
が
自
覚
的
に
そ
の
ま
だ
ら
の
状
態
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
人
の
移
動
や
住
む
場
所
の
選
択
に
最
大
限
の
自
由
が
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
的
に
は
、
後
者
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
自
動
運
転
で
言
う
な
ら
、
完
全
自
動
運
転
化
さ
れ
た
場
所
と
、
人
が
運
転
し
て
も
よ
い
場
所
と
を
分
離
し
た
ま
ま
残
し
続
け
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
お
そ
ら
く
文
化
的
な
意
味
で
は
、
人
が
運
転
で
き
る
場
所
を
残
す
、
と
い
う
こ
と
に
積
極
的
な
意
味
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
観
点
か
ら
、
自
動
運
転
車
し
か
入
れ
な
い
都
市
、
エ
リ
ア
が
出
現
し
、
人
が
運
転
す
る
車
は
進
入
禁
止
に

な
る
、
と
い
う
事
態
の
ほ
う
が
あ
り
得
そ
う
だ
。
そ
う
し
た
不
便
が
あ
り
な
が
ら
、
運
転
の
自
由
を
残
す
と
い
う
合
意
を
、
一
つ
の
市
町
村
が
積
極
的

に
な
し
得
る
か
ど
う
か
。
道
路
は
全
国
津
々
浦
々
繫つ

な

が
っ
て
お
り
、
ま
た
予
算
規
模
の
大
き
な
問
題
な
の
で
、
同
調
圧
力
は
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
天
国
の
よ
う
に
、
空
間
的
な
ま
だ
ら
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
的
に
ま
だ
ら
な
状
態
が
維
持
さ
れ
る
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

重
要
な
の
は
、
ま
だ
ら
の
状
態
を
通
じ
て
、
自
由
を
抑
圧
さ
れ
る
と
感
じ
る
人
た
ち
へ
の
配
慮
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　
自
動
運
転
は
、
確
か
に
人
が
運
転
す
る
自
由
を
奪
っ
て
し
ま
う
が
、
他
方
で
、
そ
れ
に
よ
り
事
故
の
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
利
益
も
あ

り
、

ａ

、
運
転
に
費
や
し
て
い
た
時
間
で
他
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

　
昨
今
、
若
者
の
車
離
れ
が
し
き
り
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
経
済
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、「
な
が
ら
」が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
も
大
き
い

の
で
は
な
い
か
。

　
た
と
え
ば
自
動
運
転
が
広
ま
っ
て
、
郊
外
の
自
宅
か
ら
都
心
ま
で
一
時
間
半
、
寝
た
ま
ま
で
行
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
む
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ

て
く
る
。
郊
外
の
駅
か
ら
遠
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
将
来
的
な
ア
シ
サ
ン
価
値
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
自
動
運
転
化
で
車
通
勤
そ
の
も
の
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